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大学院生のころ：子どもが自律的に使うコンピ
ュータ

寺尾 突然のインタビューをお願いしたところ，ご快諾
いただきありがとうございます。豊福先生に最初にお会
いしたのは，私が東京工業大学大学院（総合理工学研究
科システム科学専攻）の修士課程に入学した時の先輩と
いう関係ですね。

豊福 そうですね。今の僕の立場は，一貫して学習者中
心と，構成主義的な考え方にのっとっているので，いわ
ゆ る パ パ ー ト（Seymour Papert）や レ ズ ニ ッ ク
（Mitchel Resnick）など，あのあたりに近いのです。そ
の考えの大もとは，東工大に入る前に，僕が 91年か 92

年に横浜国大の修士課程に進んだときのことです。僕は
スクールカウンセラーになるつもりでいたのです。そち
らに行く気満々だったのですが，教育学部の教育実践セ
ンターという所に新しいコンピュータが来たらしいとい
う話と，「小学校で面白いことやってるやついるよ」と
いう話を聞いて，面白そうだから会ってみようと行って
みたら，今，放送大学にいらっしゃる中川一史さんがい
たのです。僕が修士 1年の時に，彼は，横浜市の教員で
内地留学の形で修士の 2年でした。PC98などのコマン
ドラインで使う，非常に使いにくいコンピュータが主流
だった時代に，白くてりっぱなマッキントッシュを小学

校に，しかも子どもにいきなり扱わせるという変なこと
をやっているという話を聞いて，「これはすごいぞ」と。
それが最初ですね。そのときに，マッキントッシュとい
う機械の素晴らしさと，ユーザーインターフェースが非
常に簡単で，子どもは教えなくても勝手に使えるという
ところに大感銘を受けたことと，そもそも操作を教え込
んで使わせるのは違うのではないかと最初から思ってい
たので，子どもが勝手に使える状況を作ったときに，ど
のような感じでそれが生活になじんでいくのか。先生方
が手立てや手続きという形で教えていくような学校的な
知識ではなくて，子どもが勝手に学んでいく学びの構造
に依拠すると，どのあたりまで勝手に子どもは使いこな
していくのだろうというところに興味を持ったのです。

寺尾 その頃の豊福先生の印象を覚えています。大学院
に来て，当時の環境だと，おっしゃるとおり，NECの
PC98はあったけれども，おそらく大部分の人は，イン
ターネットにつながっていない単体の 98をワープロと
して使っていて，学校でマッキントッシュを使うという
ことは，ほとんどなかったと思いますね。

豊福 なかったです。

寺尾 それまで私が知っていた研究は，コンピュータで
何かを教えるにしても，たとえば数学の人がいろいろな
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グラフを表示して見せるなど，授業の中で教員が使う道
具だったと思うのですね。そのようなものしか知らなか
ったのですが，豊福先生からそのときにお話を伺って，
子どもたちが自分たちで好きなように使っているという
ことが，非常に新鮮だったことを覚えています。

豊福 あの当時は，いわゆる CAI 派の人たちと，アン
チ CAIなのだけれども，実はマルチメディア万歳派が
いて，CD-ROM で，いわゆるマルチメディア・タイト
ルを普及させようという矢先だったのです。ちょうど，
FM TOWNSなど，CDも付いたパソコンが普及する直
前だったのですね。僕たちが横浜国大でやっていた話は
もう少し違っていて，ビデオが見られて，カラーでキャ
ラクターが動いて，クリックするとどこかが動くという
話ではなくて，子どもが自分で作って世界を構築してい
くという話にこだわったのです。そのときに，白黒のハ
イパーカードに着目して，しかも，枠組みだけを作って
中身は子どもが作るという話を，さんざんやっていたの
です。

寺尾 そうでした。ハイパーカード，思い出しました。
懐かしい。

豊福 僕は，ノートに枠を描くようなものだという話で
説明していたと思うのですが，なかなか理解されなく
て，「だって，中身入ってないじゃん。それで，どうや
って学習が生じるんだよ」と言われました。「いや，こ
の中に物を作っていくのは子どもだから」と，そこをさ
んざんケンカしたことを覚えています。

寺尾 CAIを進めていた人たちも，マルチメディアを進
めていた人たちも，教材を作っていたという点では同じ
でしたね。教材をどのように作るかというところの考え
方は違うかもしれませんが，学習者に与える教材を教員
がいかに作るか，どうすれば学習効果が上がるかを考え
ていたという点では，同じものだったのでしょうね。

豊福 CAIはコンピュータが子どもの行動を積極的に制
御するのに対し，マルチメディア教材の場合は子どもが
探索的にできるところが売りだったのだけれども，けっ
きょく，お釈迦様の手の上で悟空が走っていることと同
じです。そこは，少し発想が違うのではないかというこ
とです。子どもにとって，自分の生活というものがその
範疇にあって，それと異質なものが外にあると，子ども
自身の発想で，自力で解決できるところに課題があれ

ば，他人が教えなくても勝手に試行錯誤して解決してし
まう。学校で一から十まで教えなくてもいいだろうとい
う話が基にある。そのあたりが，構成主義的ですよね。
ヴィゴツキー（Lev Semenovich Vygotsky）などもそう
ですし。

プログラミング教育

寺尾 今の学校教育の話題だと，プログラミング教育で
もう一度同じようなことが起きているように思います。

豊福 起きています。

寺尾 「プログラミングを教えなきゃいけないでしょう。
勝手に触らせて何やるの？」と。一方では，豊福先生の
言われる，構成主義のパパートなどの流れをくむ人たち
は，子どもが自分の思考を実現する道具なのだと。

豊福 4年ぐらい前か，プログラミング教育がいきなり
降って湧いて，それをどのように現場に導入しようかと
いう議論の中で，世界的にはコンピュテーショナル・シ
ンキングという概念がウィング（Jeannette M. Wing）
のよくわからないエッセイが基になって，でき上がった
わけですけれども，日本は，あれをそのまま直輸入でき
なかったのです。工学教育系では，とにかくすべて系統
的にバリバリ教えてしまって，どんどん知識・スキル
ベースで点数をつけて，プログラミングを教えるべきだ
という人たちと，「子どもの発想で組み立てていく方が
先でしょう」という人たちの衝突があったのです。最終
的には，学校で発達途上の子どもに対して教えるのだか
ら，学校教育的な考え方にあらねばならないという思い
があって，わざわざプログラミング「的思考」になった
のではないか。

寺尾 「的思考」になったのですね。

豊福 GLOCOMに移って以来，私は 10年以上教育情報
化の課題をなんとかしたくて，フィンランド，デンマー
ク，スウェーデン辺りをうろうろしているわけです。そ
うすると，世界的には教育のトレンドが大きく変わって
きている中で，コンピュータも子どもが中心に使ってい
て，1人 1台で，どこへ行ってもコンピュータが転がっ
ているような状況で，プログラミングの要素が入ってく
れば，自然にそうなるよなと。ただ，日本の場合は
GIGAが後で来てしまったのだけれども，プログラミン
グの議論をやっていた当時は，子どもの生活にどのよう
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に位置づくのかという議論をすっ飛ばしてしまって，い
きなりプログラミング教育だけが前面に来てしまったの
で，非常に建て付けが悪かったのです。ふだんから使っ
ている子どもが，「ちょっとブラウザのここ，開けてみ」
と言って，「自分でゲーム作れるかもよ」とやると，好
奇心から学びへの流れを自然に作ることができて，「じ
ゃあ，おうちで続きやってみよう」ということで好きな
時間に没頭できたり，遊びにつながったりしてくるのだ
けれども，そもそも学校できちんとコンピュータを扱う
機会さえないのに，いきなりプログラミングで，授業で
適切に扱えとか言われても，どこで使ったらいいか見当
さえつかないでしょう？

小学校でのコロナ禍対応：学校公式 IDの配布

寺尾 小学校は今回，コロナ禍の影響を大きく受けてい
ます。教員の発想はどうしても「授業をどうするのか」
ということに行くのだけれども，それより前に，まずつ
ながらなければだめだという豊福先生のご意見を新聞記
事などで知って，確かにそうだと思いました。今は数年
前と違っていろいろなクラウドサービスがあるわけだか
ら，学校の公式の IDとして契約して，それをまずは配
ってしまえば，かなりの割合の子どもたちはつながれ
る。それでつながれない事情にあるところだけ，個別支
援すれば大丈夫だというお話をうかがって，確かにそう
だと。スマートフォンと，学校公式の IDがあれば，そ
れでつながれますね。実際に学校では，クラウドサービ
スなどを使って，まずつながるところからということ
が，どれぐらいできていたのでしょうか。

豊福 それは，非常にいい質問です。けっこう反響があ
ったのです，あれは。2月頃から意見をいろいろと言い
続けていて，一番動きが早かったのは，豊島区かな。僕
は，2月の末ぐらいに気がついたのですが，年度末まで
かかる GIGAの機材到着を前提に考えているとコロナ禍
が終わってしまうかもしれないけれども，クラウドの
サービスは，Microsoft も Google も，エデュケーショ
ン版はお金がかからないので，一度，教育委員会がやる
と決めたら，すぐに手配できるのです。それであれば，
機材が手元になくても，いきなり IDを配ってしまえば
いいではないかという話ですね。ところが，たいがいの
関係者は ID を配るということの意味がわかっていな
い。
ここが高等教育と初中等の大きな溝なのですけれど
も，大学に入ると，自動的にアットマーク付のｅメール
アドレスが配られて，今の大学生こそメールはあまり使

わないけれども，一応，大学公式のアドレスが割り当て
られていて，しかもそれを大学で普通に連絡用に使い，
家からパソコンを持っていって大学のWi-Fiにつなぐと
いうことが，当たり前ではないですか。情報のインフラ
を使うことがすべての前提になっているわけです，高等
教育は。しかし，初中等は，インフラでさえない。これ
は大きい。「1人 1 IDを配れ」という記事をダイレクト
に受け止めていただいて，Googleの IDを振り出すため
に教育委員会として動くという，豊島区さんはそのよう
な形で動かれたのですね。GIGAの前に 1個仕事が増え
るけれども，後々統合化されていくものだから，「この
機会だから，やっちゃいましょう」という話になったの
です。一方で「ID配りゃいいんでしょう」という話で，
特定のアプリの IDを全員に配ってしまって，「全員 ID

配布しました」と言っている自治体はけっこう多いので
す。高等教育にいる人であれば，本質的に「これはまず
いな」と思うはずなのです。

寺尾 そうですね，確かに。

豊福 なぜかというと，インターネットのインフラは，
IDは本人の認証にも使うし，筐体の管理などにも使う
し，いろいろなものにユニバーサルで使うための土台に
なっているということです。一方で，個人の学習履歴を
全部記録して個別最適化するとか言っているのに，実は
IDがユニークでなくて共通 IDで管理しているとか，そ
んなザルのような進め方はおかしいと必ず思うはずなの
です。
クラウド使いが前提の生活は，自分の個人的な情報の
やり取りのあらゆる面に影響が及ぶので，そこは，やは
りきちんとやらなければいけないという話ですね。その
あたりは，最初お話ししたマッキントッシュを学校に入
れるという話とだんだんつながってくるのですが，子ど
もの生活にどのように影響して，どのシーンでどのよう
な役立て方をされるのだろう？と考えたときに，かり
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に，先生が物事をタスクとして与えて，それに単純回答
するための道具という，閉じた環境の中で考えてしまう
と，他のものがみんな見えなくなってしまうのです。
GIGAスクールの場合は，基本的に子どもの手の内にマ
シンがあって，それに一日中電源が入って外とやり取り
をしているということが前提なので，これは一体何の道
具だろう？という話になるわけですね。そのように考え
たときに，「お勉強の道具？ うーん，違うかも」と。
僕が「文房具」と簡単に言ったことがけっこう広まった
のですけれども，ひょっとすると，文房具でもないかも
しれない。

寺尾 文房具というと，学習でなくてもいいけれども，
とにかく何か書いたり，メモするために使うということ
になりますね。

豊福 わりとパーソナルな情報の蓄積や，個人の中で閉
じた活動で「文房具」という言い方は，うまく言い当て
ているのですけれども，今回このコロナ禍で話題として
持ち上がってきたことは，他の人とやり取りができな
い，手段を持っていないことが，どれだけダメージを与
えるかですね。コミュニケーターであり，文房具であり
という，仲立ちをするメディアとしてどのような役割を
するのかというあたりが，きちんと役割として取れてい
ないと，つらかったという話ですね。

タブレットでなくパソコンを使うのはなぜか

寺尾 これは，もしかすると，デジタル教科書の導入と
リンクしているのかもしれません。デジタル教科書を見
る端末をタブレットと想定していたので，「1人 1台に
タブレット配るのね」ということにすぐなるというの
は，デジタル教科書の影響があるのかもしれませんが，
飯田市はパソコンを届けると教育委員会が宣言してい
る。タブレットとは言っていない。高校は少し違うかも
しれませんが，小学校から高校までのタブレットとパソ
コンそれぞれの扱いというか，現場での認識は，どのよ
うになっているのでしょうか。

豊福 ここは，けっこう面白いところです。iPad がそ
もそも世の中に出てきたのは，2010年だったかな。そ
れから 2016年ぐらいまでは，ヨーロッパに行くと，だ
いたい低学年は iPad，4年生から上は普通のパソコンと
いうケースが多かったです。やはり UIの問題ですね。
キーボードを簡単に扱えないし，タブレットの方が筐体
が小さいので，扱いやすいということはあったのだと思

います。ただ，最近は違うというのです。どのようにな
っていたかというと，低学年から，みんな Chromebook

を使っているのです。「何で」と聞いたら，「だって，安
いもん」と。それが簡単な理由。重要な理由のひとつ
は，1年生から「キーボードを使いたい」と子どもが言
うのですって。なぜかというと，タッチデバイスは家に
あるのです。子どもが，タッチデバイスは家で使ってい
る。

寺尾 そうか。子どもの日常の中に，スマートフォンな
り，タブレットなりは，すでに入っているということで
すね。

豊福 そう。これは，珍しくも何ともないわけです。た
だ，大人が仕事で使っているのを子どもながらに見てい
て，「あれは，自分が大人になったら使う道具だ」と認
識しているわけですね。ですから，1 年生から
Chromebookを使わせてしまって大丈夫だろうというこ
とが，わりと普通なのです。「大丈夫かな，キーボード
使えるのかな」と思うけれども，向こうはキーボード文
化だということもありますが，それがひとつの理由で
す。もうひとつの重要な理由は，2010 年だったか，
OECDのホワイトペーパーが出ていて，そこで，1人 1

台がなぜ必要なのかということが書かれているのです。
教育的な効果を狙って政策的に大規模な投資が行われて
いるのだけれども，実際のところは，きちんと効果が確
かめられたから入れられたわけではないと書いてあるの
です。「まあ，そうだよね」という話で。特に最近よく
言っていることは，これですね。ハッティ（John

Hattie）。

寺尾 ああ，ハッティの。はい。

豊福 この中にも，ITの効果はけっこうモデレートだ
などと書いてあって，「決定的じゃないのか」と思うわ
けです。その OECDのホワイトペーパーに何が書いて
あったかというと，教科の成績にダイレクトに影響する
ということは，なかなか立証しづらいと書いてあるので
すね。ただ，強力に結果として出てくるものが，2つだ
けあると。それは何か。ひとつは，IT の操作能力。そ
れはそうですね，毎日使っていれば。もうひとつあるの
です。記述力なのです。ですから，キーボードが必要な
のです。というのは，僕はそれも現地の先生に話を聞い
たのだけれども，キーボードはやはり必要かと言った
ら，「何を当たり前なことを聞くんだ」と言っているわ
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け。「そんなの，当たり前じゃん」と。子どもは，宿題
をたくさん書かされるわけです。レポートもけっこう多
い。ふだんから，いわゆるレターサイズのレポートが，
どんどん割り当てが来るわけですね。それを，手書きで
やるという話ではないと。キーボードを打つことは当た
り前なので，勉強に必ず必要なものだという認識がある
から，クラムシェル型のノートパソコンになっていると
いう話です。「そんなの当たり前だろう」と言われて，
けっこうしょげて帰ったのです。そのようなくだりもあ
って，中高で iPadを選ぶということはベスト・ウェイ
ではないとずっと言っているけれども，リンゴのメー
カーが好きな人は，iPadが好きですね。

寺尾 そうですね。

豊福 記述力の問題は，レポートをたくさん課すという
学校のタスクの出し方にもよるのだけれども，むしろ重
要なことは，なぜキーボードを高速に打てなければいけ
ないのかということです。レポートを作るためだけに
キーボードの能力を上げなければいけないというのは，
動機づけとしては弱いのです。「成績が下がるから，し
ょうがないからやるか」という話なのだけれども，そこ
で考えて思ったことは，日本の ICT活用授業にはコミ
ュニケーションの要素が入っていないからだと思ったの
です。授業の中で先生が，部分的に割り当てて課題をや
らせたり，部分的に意見を書かせて集約するなど，基本
的に，タスクに対して，個人の高いスキルを求めない。
しかも，そこで作った作品や学習成果は，授業の中です
べて消化されてしまって，外に持ち出せないのです。日
本の学校はクラウド活用が前提ではないから子どもに
IDも配っていないし，USB端子も殺されてしまってい
るし，データも持って帰れない。また，最近は，先生た
ちが多忙で爆発しているので，コンピュータ教室でちま
ちま物を作って，作品を丁寧に完成させるなどの制作モ

ノが，非常に少なくなってしまったのです，昔から比べ
れば。僕たちが大学院生で，「これから学校にコンピ
ュータ入るぞ」と言っていた頃の方が，もっと自由に使
っていたのです。それであれば，GIGAスクール端末が
入ったときに同じ発想で使ったら，絶対に文鎮化すると
思うわけです。

寺尾 なるほど。

豊福 ふだんから使う文脈をどのように作るかと考えた
ときに，コミュニケーションの要素を最初に入れない
と，毎日使うようにならないという話なのです。それも
あって，学校でのコミュニケーションを本気でオンライ
ン化するならば，ボイスメッセージか，いや，違う。フ
リックでもない。学校でパソコンを使ってフォーマルな
やり取りをするのであれば，やはりメールだろう，SNS

だろうという話です。

寺尾 基盤の部分にないと，何か特殊なことだけに使う
というのは，限度がありますね。もちろん，ひとつひと
つの教育実践を見たときに，何かピンポイント的な使い
方をしていることは当然であって，ひとつの時間の中で
はそれでいいのだけれども，全体像を見たときに，それ
が他のものとつながって，基盤の部分があるのかという
ことですね。

豊福 そこは，非常に重要です。ふだんの利用のレベル
が高い学校さんだと，授業中のピンポイントで，ある特
定部分だけ使っているのだけれども，基礎的な操作能力
をいろいろと持っていないとできないようなことをやっ
ているのです。よくやることは，「Googleのドキュメン
トで 1枚作ってグループでシェアしておいて，それを後
で Classroom に張りつけて提出してね」と，一言でず
らずらと先生は言うのだけれども，ふだんやっていなけ
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れば，できないから。日本の ICT の活用の研究が，20

年以上ずっとつきあっていてもなかなかレベルアップし
ないというのは，ふだん使っていなくて，その場所でい
きなり子どもにパソコンが手渡されて，その場でできる
レベルのことでしかやっていないので，かなりスキル的
には厳しいものがある。家でやっている子どもにとって
は何ということもないのだけれども，慣れていない子ど
もにとっては地獄ですね。そのような子が，「先生，動
きません」，「何もやってないのに壊れました」と言って
授業が止まってしまうのですけれども，それが嫌だか
ら，普通の先生は ICTを使いたがらないわけです。

大学でのコロナ対応：オンライン授業

寺尾 大学の教員は，突然オンライン授業になって，後
期もオンラインでやっている大学が多いのですが，大学
でのコロナ対応は，うまくいっているのかどうかよくわ
からないところがけっこうあります。大きな課題は，ど
のようなところにありますか。

豊福 大学の問題は，教員というか，講義に関して言う
と，オンライン化はうまくいったのではないですか，実
感として。NIIでオンライン講義のいろいろなことをシ
ンポジウムを連続でやっていて，ネタとして僕は聴いて
いたりするわけですけれども，春学期が終わってアン
ケートを取って，「どうでしたか」と先生にまず聞いて
みると，準備はきつかったと言っているのだけれども，
「けっこういけそうかも」という回答が 7割，8割来て，
肯定的ですね。僕は，もっと「嫌だ」という人が多いか
なと思っていたのです。コマ数が多い人にとっては，地
獄だしね。僕は非常勤で，人のことは絶対に言えないく
らいコマ数は少ないわけで，それでさえ，週に 1回コン
テンツを用意するために，ひいひい言ってやっていまし
たからね。ただ，教員の側としては，教材を作って「こ
んなもんだな」ということと，「これで講義できるかも」
というところは，苦労があったわりには，割と肯定的な
のです。

寺尾 なるほど。

豊福 2つめは，学生の反応も悪くないのです，実は。
ただし，学年差があるのです。1年生は満足度が低いで
す。2年，3年になると，大学のリアルな講義でも面白
いものはそれほどないので，「こんなもんかな」と思っ
ている。今，まさに学生に，コロナで授業が変わってし
まったけれども，自分の生活はどうだったか振り返って

みてということをお願いしたら，好きな時間にオンデマ
ンドで勉強できるから，いいと。あるいは，質問すると
きに周りに人がいると，いろいろと気を遣ってしまって
できないのだけれども，チャットで「先生，これ，どう
なってるんですか」とわりと気楽に聞けるなど，そのよ
うなことを書いてくる学生は多いです，確かに。とはい
え，オンデマンドだといつ勉強してもいいので，けっき
ょくは，ためてしまって見ない。大人でもよくあります
けれども，だらしないと後で泣くというパターンは，書
いている子もいましたね。ですから，講義に関して言う
と，大学はうまくいったのだと思うのです。寺尾先生は
どう思いますか。

寺尾 私も，思ったよりもうまく回ったと思っていま
す。先ほどおっしゃっていただいたように，確かに 1年
生はつらいと思っているけれども，授業に対する不満と
いうよりは，大学に行けない，友達がいない不満が授業
に転嫁されているだけであって，根本の問題は授業では
なくて，大学に行けないことと，友達とつながっていな
いことなのですね。

豊福 そのとおり。

寺尾 ただし，これはきちんとデータはないのですが，
科目によっては難しかったのかなと。自分の場合，非常
勤でやっているプログラミングの授業がありまして，後
期は人数が少ないから教室での対面授業にして，「前期
に 1 人でプログラミングを黙々とやるのはつらかっ
た？」と聞くと，つらかったと言うのですね。科目によ
っては，つらいものもあるのかもしれない。理科系に近
いような，数学やプログラミングなど，もともとそのよ
うなものが大好きな学生はいいけれども，そうでない
と，教室ですぐに聞けるという状況でないとつらいこと
もあるのかもしれないとは思っています。

豊福 聞きたい相手は，先生ではなくて，横にいる学生
だったりしますね。よくわかるのです，それは。先生に
いきなり聞ける話ではなかったりするから。

寺尾 そうですね。

豊福 気恥ずかしいし。友達であれば，横でつついて
「これ，どうやるの」と聞けるのだけれども。そこです
ね。あとは，実習ですね。教育実習で，今，学生は非常
に苦労しています。
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寺尾 そうですね，教育実習は。

豊福 あとは，テストの問題がまだ解決していないでは
ないですか。

寺尾 それは思いました。特にスキルを要求するような
科目の先生は困っていて，うちのカリキュラムでは，数
学ですね。出してきた提出物で点数をつけて合格させる
しかなかったのだけれども，本当は当然テストをやりた
くて。今年はみんな合格させてしまったけれども，テス
トをやれば，そのようになっていなかったはずという。

豊福 テストでしっかり条件を担保しようとすると，い
ろいろと面倒なことが起きてしまうので，記述式のテス
トをそのままできるわけではない。アイトラッキング
や，後ろに人がいないなど，不正を防ぐためにいろいろ
と手はあるのだけれども，それでも完璧ということはあ
りえないので，追い込んでいくと，コストはたくさんか
かるけれども，確実かというと，確実ではない。そこ
は，やはりまだまだ課題なのです。いろいろとある中の
割合として大きかったはずの講義の部分は，わりとＯＫ
ということが，大学の中では普通の意見というか，一般
的な見解になるかと思うのですね。ただ，先ほど寺尾先
生が言ったとおりなのです。学生が学校に来たいという
動機づけを，どのようにかなえるかということは，けっ
こう大きな問題で。

寺尾 そうですね。

豊福 たとえば学生課が何かするかというと，学生課の
仕事ではないですね，これは。では，健康保健センター
がやる仕事かというと，メンタルヘルスと言えばそうだ
けれども，そのような話でもない。学生が大学に来て友
達と話していたり，食堂でだらだらしていたり，サーク
ルへ行って時間を過ごして帰るという，キャンパスライ
フ全般ということで，いわゆる学業として保障していな
いところを，誰がケアするのか。誰もケアできないので
す。僕は国立だったから，横浜国大はわりと教室が小さ
いということもあって，同じ学年に学部生が 33人しか
いなかったのです。ですから，みんなわかっているわ
け。誰がどこにいて，「元気？」などと，普通に学年で
集まればそのような会話になるわけです。だからこそ，
教室の行事で飲み会があったり，合宿があったり，何と
なく年間で組まれていたりすると，それで仲良くなった

り，年かさの先生と話をする機会があったり。そのよう
な機会を何とか得ていたわけですけれども，いきなりそ
のようなものがなくなってしまって，すべてオンライン
だといったときに，誰がそれを保障するのかという話で
すね。

寺尾 そうですね。

豊福 ですから，あの当時東工大での情報環境を使って
いたことを前提にお話しすると，ネット上にはすでにニ
ュースグループなどがたくさんあって，夜な夜な議論と
いう名のケンカをしていたではないですか。学生も教授
も。

寺尾 しましたね。

豊福 あのような世界がないのです。それこそ，昔で言
うと BBS（ブリテンボード・システム）があって，誰
でも書き込めるような部屋がたくさんあって，そこに新
参者が恐る恐る入って，「こんにちは」などと言って何
となく横に友達を広げていくような経験を，大学はイン
フラとして今まで持ちえていないし，そのようなものが
もともと必要だという意識もないし，学生が勝手に作れ
ばいいとも思っていないのだね，きっと。それは，学習
環境をどのようにコンティンジェンシーのプランを作る
かという以上に，学生にとってのコミュニケーションの
プラットフォームをどのように保障していくのかという
ことを考え始めると，けっこう重要な課題なのだけれど
も。これをきちんとまとめたら，すごい論文になります
よ。CIECとして正しいかどうかわからないけれども。

今後の課題

寺尾 予定時間を 10分ほど，先生にお願いしている時
間を過ぎてしまっています。何か「このお話をしておか
なければ」というものがあれば，ぜひ伺いたいのですけ
れども。

豊福 小・中の場合でいくと，そもそも 1人 1台にする
という議論自体が始まったころから様子を見ていて，
GIGAスクールの始まる前に，「もし 1人 1台が実現す
るとしたら，どのような使い方が望ましいと思います
か」というアンケートを取ってみたことがあるのです。
小・中の保護者に対して。そのときに出てきたことは，
ほぼ保護者には具体像がない。たとえば，タブレットを
配付して家庭学習に使うということは，教育支援産業と
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しては完全にスタイルになっているのだけれども，あの
ような 1人 1台の環境を学校で使ったときにどのような
利用方法があるのかということは，保護者は，ほぼイ
メージがなかったのです。コロナ禍の前は。コロナ禍で
はマスメディアが，Zoomで 40人を相手に授業をして
いたり，板書しながらの授業を動画で撮って YouTube

で配信したりといったものだけをオンライン学習として
広めてしまったので，あれが 1人 1台の使い方だと思っ
ているわけですよ，みんな。

寺尾 なるほど。

豊福 もともと学習活用のイメージが貧しいところに，
「コロナ禍のオンライン学習とは，ああいうものだ」と
いうことが狭いイメージで定着してしまったうえに，た
とえば都内では，いろいろな区の教育委員会や区議会に
陳情に保護者が行っているわけです。「オンライン学習，
何でやらないんですか？！」と。それは，学校に新しい
機器が入って使うという意味では強力な後押しになるの
だけれども，利用のイメージ自体はまだプアなままなの
です。先ほどの学校公式 IDの話とも関係があるのです
が，クラウドを使って文書共有したり，課題を出し合っ
たりという，もっと豊かな使い方がいろいろとあるにも
かかわらず，現場も保護者も，それに気付けていない。
もっと活用イメージを豊かにしていかなければいけない
というフェーズがこれから残っているのですね。小・中
は，そのような感じです。大学生の問題です，今度は。

寺尾 はい。

豊福 コロナ禍での大学生の大問題は，僕はシラバスの
中に，コンピュータや ITを使うので，「情報機器がない
と，この講義を取るのはきついかもしれません」と書い
てあるのです，一応。それでも，過去にはスマホで頑張
って取るという学生は，けっこう多かったです。ただ，
今回オンデマンドになったら，さすがにスマホで全部授
業をとることはきつくないかという話です。こちらは，
コンピュータで，大きい画面で見ていることを前提に教
材などを作ってしまっているから，まさかスマホの小さ
な画面を一日中見つめて勉強しているとは思わないわけ
です。彼らが，どのぐらい機材の使い方というか，重要
性というものを考えて選択しているのかという話なので
すけれども，どうですか，このあたりは。

寺尾 うちの学部の場合は，PCを使って授業を受けて

いる人がほとんどのようなのですが，確かに，スマホだ
けで頑張っていた学生も途中まではかなりいたようで
す。学部によっても違うようで，かなりスマホ率の高い
所もあるようですね。

豊福 そうなってくると，レポートの品質などに影響し
ませんか。

寺尾 するかもしれません。講義の動画をスマホで見る
ということに，予備校などで慣れているのかもしれませ
んけれども。ただ，配信される YouTube動画をスマホ
で見るのとは違うことが授業では要求されます。
YouTubeを見るのと同じことをやっているのであれば，
内容が自分の好きな音楽だろうが，授業だろうが変わら
ないのですけれども，授業ではそれ以上のことをいろい
ろと要求されるので，スマートフォンだけですべてとい
うわけにいかないだろうと思います。

豊福 そうですね。もう少しそこを整理してあげなけれ
ばいけないとは思っていて，スタディサプリなど，予備
校の動画を見つつ高校の時に勉強することは，当たり前
になってきているから，あのような学習のスタイルに対
して，学生はあまり抵抗がないのです。

寺尾 そうですね。きっとそうだと思います。

豊福 ただ，オンデマンドの大学の授業は，資料もすべ
てオンデマンドで配られてしまうので勝手が違います。
スタディサプリなどは，教科書やノートはリアルにある
のだけれども，動画だけはスマホという，そのような感
じではないですか。

寺尾 そうですね。

豊福 メディアがすべてスマホの中に入ってしまってい
る状態でオンデマンドの授業をやったら，それは大変で
すよね。手元に資料を引っ張り出して赤線を引けないで
すから。学生に対して「やっぱりパソコン買おうよ」と
いう話になると思うのだけれども，それを，誰か整理し
て言ってくれないかと思いますね。レポートの話は，も
ともとキーボードの話もあって，よく講義の中ではする
のですが，振り返りで 100字，200字書くぐらいであれ
ばフリックでもいいのだけれども，レポートで構造的な
文章を 4,000字，1万字フリックで書くのはありえない
だろうと言ったら，「いや，そんなことない」と言い張
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る学生がいたりして，本当にできるのかなと。僕は，文
章の構造がきちんと見通せないと，構造ができないだろ
うと言っているのだけれども，つれづれで書いても文章
になると言い張る学生もいるので，本当のところはよく
わかりません。

寺尾 確かに，携帯端末から長文を書く学生は前からい
ます。きちんとしたレポートは，さすがに携帯端末で書
いていないような気はするのですけれども。本当にきち
んとした論述をやろうと思うと，フリックで携帯でとい
う，スマホでは無理があると僕も思いますけれどもね。

豊福 そうですね。昔の心理学の講義のようですが，作
業記憶にきちんと文章の論理構造が頭に入っていれば，
全部書けるのです，きっと。ただ，それほど作業記憶は
大きくないではないですか。

寺尾 それはそうですね。

豊福 ですから，やはり画面が大きくて，アウトライン
を引きながら項目を入れていくというやり方が，一番効
率がいいのではないかとは思うのですけれども，そのあ
たりの文章の書き方や作法も，実は高校までできちんと
勉強してきていないという問題があります。

寺尾 いろいろとお話をお伺いできました。すみませ
ん，お願いした時間から 20分も過ぎてしまっています。
本日はありがとうございました。
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